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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

松伏町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

埼玉県北葛飾郡松伏町 

 

３ 地域再生計画の区域 

埼玉県北葛飾郡松伏町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

  本町の人口は、平成 22 年（2010 年）の 31,229 人をピークに減少傾向にあり、今

後その減少が加速していくことが確実な状況にある。平成 27 年(2015 年)に 30,061

人（平成 27 年国勢調査）であった人口は、令和３年（2021 年）９月１日に 28,600

人（住民基本台帳）となっており、令和 22 年（2040 年）には 22,479 人と現在の４

分の３程度まで、令和 42 年（2060 年）には 15,803 人と現在の半分程度まで（内閣

府の推計）減少することが推計されている。 

  年齢３区分別の推移をみると、年少人口と呼ばれる０～14 歳人口及び生産年齢人

口と呼ばれる 15～64 歳の割合は減少している。平成 26 年から令和３年にかけて、

年少人口の割合は 13.5％（4,137 人）から 10.4％（2,975 人）へ減少しており、生

産年齢人口の割合も 63.5％（19,480 人）から 59.9％（17,140 人）へ減少している。

一方、老年人口と呼ばれる 65 歳以上の人口の割合は同期間において 23.1％（7,075

人）から 29.7％（8,485 人）となっており、高齢化が進んでいる状況で、総人口に

占める年少人口と生産年齢人口は年々低下している。 

  自然動態と社会動態を見ると、平成９年（1997 年）から平成 16 年（2004 年）ま

では、自然増減、社会増減ともにプラスとなっていたが、平成 21 年（2009 年）以

降社会増減が、平成 22 年（2010 年）以降は自然増減、社会増減ともにマイナスに

転じ、以降、人口は減少している。令和２年には 168 人の自然減、160 人の社会減

となっている。 
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  本町の合計特殊出生率は低下が顕著であり、平成 29 年（2017 年）に 0.97 と、全

国の 1.43、埼玉県全体の 1.36 を大きく下回っている。人口を維持するために必要

な出生率は 2.07 程度といわれており、その観点から、人口減少の大きな要因となっ

ていると考えられる。 

  全国的に人口減少が進む中、当町は様々な人口減少対策を行ってきたが、人口減

少の原因として、若い世代の就業の場の不足、子育てと両立できる就労環境の不足、

鉄道駅がなく、バス路線のみの公共交通網の整備不足、町の魅力の周知、町の知名

度不足などがあげられる。 

  このまま人口減少が続くと、地域経済の活力低下、地域産業の担い手の減少や公

共施設の維持管理・改修の負担増加などの課題が生じることが懸念される。 

  これらの課題に対応するためには、若者世代の転出抑制、子育て世代・ファミリ

ー世代の転入・定住の促進に注力することが有効で、企業立地や新市街地整備の促

進、公共交通網の整備、町の魅力の発信等を通じて、人口減少に歯止めをかけるた

め、「まちの魅力発信と町民満足度の向上」を基本理念とし、４つの基本目標を達

成する施策を展開する。 

 

基本目標１ 

   生活の柱となる働く場の確保 

基本目標２ 

   町や人がつながる魅力づくり 

基本目標３ 

   安心して子どもを産み育てることができる環境づくり 

基本目標４ 

生活利便性を高めるまちづくり 
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【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 

「働く場所が限られてい

る」を転出したい理由に

挙げる町民の割合 

16.7％ 10.0％ 基本目標１ 

イ 

町内人口の純移動数 ▲174人 ±０人 

基本目標２ 
「地域での良好なコミュ

ニケーションがある」を

挙げる町民の割合 

39.0% 50.0% 

ウ 
「子育て環境」に関する

町民満足度の割合 
60.0％ 70.0％ 基本目標３ 

エ 
「公共交通」に関する町

民満足度の割合 
15.1％ 25.0％ 基本目標４ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

松伏町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 生活の柱となる働く場の確保事業 

イ 町や人がつながる魅力づくり事業 

ウ 安心して子どもを産み育てることができる環境づくり事業 

エ 生活利便性を高めるまちづくり事業 
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② 事業の内容 

ア 生活の柱となる働く場の確保事業 

労働環境を向上し、魅力ある雇用の場づくりと勤労者の転入支援に戦略

的に取り組む。 

働きながら子どもを産み・育てたいという女性の希望をかなえるため、

子育てと仕事の両立が実現に取り組む。 

既存企業の経営革新と事業の拡大とともに、新たな創業を支援し、道路

交通の利便性を活かした拠点づくりと町外からの企業誘致を推進すること

により、町内に雇用の場を増やす。 

      【具体的な事業】 

       ・一般事業主行動計画を策定した企業への支援 

       ・町内に進出する企業への支援 

       ・道の駅の設置 

       ・企業誘致を受け入れる環境整備 等 

イ 町や人がつながる魅力づくり事業 

      町外から新たに人を呼び込むため、公共交通の利便性の向上や、若者の

転出抑制、ファミリー世帯の転入と定住化を促進する事業に取り組む。 

      公共交通の課題を解決するため施策を展開し、利便性の向上に取り組む。 

      町の魅力を伝えるための、新しい形のプロモーションを進める。 

      高齢化が進む中で、町の活性化のため、高齢者が地域での交流、活躍が

できる場の提供を進める。 

      【具体的な事業】 

       ・町内に転入する世帯への支援 

       ・カレーによるまちづくりを展開する「松伏ふるさとカレー事業」 

       ・音楽によるまちづくりで交流を図る、音楽による多世代交流事業 等 

ウ 安心して子どもを産み育てることができる環境づくり事業 

      子育て環境を充実させるため、すでに実施している事業をはじめ、本町

の特色を活かした教育環境の充実や、子育て世帯に対する各種財政的支援、

豊かな自然や恵まれた住環境を活かした子どもが安全・安心に暮らせる環

境整備などを進める事業に取り組む。 
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      ＩＣＴ教育を推進し、教育環境の充実に取り組む。 

      地域防犯体制の充実や交通安全対策を図ることで、子どもを育てる環境

の充実を進める。 

      【具体的な事業】 

       ・ＩＣＴを活用し特色を活かした教育環境の充実 

       ・子育て世帯への支援策として給食費補助事業等 

       ・防犯カメラなどを設置する子どもが安全・安心に暮らせる環境づく

り事業 等 

エ 生活利便性を高めるまちづくり事業 

      町の北部拠点や新市街地区域の整備を核として、本町の弱みを補う交通

利便性を高める事業を展開し、より快適に暮らせるまちづくり事業に取り

組む。 

      新たな魅力を創出し、人が集まり、にぎわいを創出するため、道の駅整

備事業に取り組む 

      公共交通の課題を解決するため施策を展開し、利便性の向上に取り組む。 

      【具体的な事業】 

       ・北部サービスセンターの事業の充実 

       ・道の駅の設置 

       ・企業誘致を受け入れる環境整備 

       ・高齢者の移動手段の確保等、公共交通の課題解決に向けた取り組み 

 等 

 

   ※なお、詳細は松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略（第２期）のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

1,000,000 千円（2021 年度～2024 年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

  毎年度 12 月、外部有識者等で構成する松伏町まち・ひと・しごと創生総

合戦略審議会において、事業の効果を検証し、必要に応じて翌年度以降の
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施策を見直すといったプロセスを実行するするとともに、検証後は、松伏

町公式ホームページで公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2025 年３月 31 日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2025 年３月 31 日まで 


